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１． 目的 

市内小中学校へＡＬＴ（外国語指導助手）の派遣を行い，児童生徒への国際感覚の醸成や語学

力向上を目指す。 
 

 
２．内容 

中学校の英語授業，課外活動において，特に生徒のコミュニケーション能力の育成をめざし，

ＡＬＴを市内の各公立中学校に派遣しています。 
現在，本市中学校では，英語担当教員とＡＬＴが連携して，生徒一人ひとりの学習状況を把握し，

個別の的確なアドバイスや助言をもらい，英語教育の推進を図っています。  
 市内公立小学校へも国際理解教育の一環として，国際的な視野を育成するために派遣を行い，

ＡＬＴと交流を深めています。 
 

 
３．実施状況 

現在笠間市では，民間の派遣業者より 10 名の ALT が市内 21 小中学校に派遣されています。

中学校では週１～2 時間，小学校では 5・6 年生が週 1 時間，1～4 年生が年間 10 時間程度，ALT
を活用しての事業を行っております。 
 なお，23 年度より笠間市が直接 ALT を雇用し，各学校へ派遣を行う予定です。 
 

 
４．内部評価 

外国語指導助手(ＡＬＴ)の講師を授業で取り入れることについては，生の英語に触れることで，

非常に有効性はあると考えるが，労働者派遣法との兼ね合いもあり，今後の雇用については，検

討が必要である。 
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５．外部評価委員会の意見 
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○教員の資質などの面で検討を要するところがあるとは思うが現行どおり継続すべきと思う。 
 
○業務の必要性，有効性は極めて高い。しかし，労働者派遣法の課題もあることから，ALT との連

携した外国語教育を推進していく上で，市としての直接雇用の検討を早急に行い，継続していくこ

とが必要と認められる。 
 
○ALT 講師を授業で取り入れることは，小学生の場合直接外国人とコミュニケーションがとれると

いうことで大変いいことだと思います。中学生の英語の授業ということになれば，質の高い授業の

ためには，担当教員との直接打合せも当然必要となってくると思いますので，早急な直接雇用が望

まれます。また，「教壇に立つ」という自覚を持った講師の採用を望みます。 
 

 
６．外部評価に対する改善等の取り組み 

現在，業者委託により事業を実施していますが労働者派遣法の問題もあり教師と ALT が直接

事前打合せを行い，授業を展開することができず，委託業者の担当者と事前打合せをし，授業を

展開している状況です。平成２３年度から ALT を直接雇用し，教師と ALT とが事前打合せをす

ることによりコミュニケーションを密にし，質の高い授業ができるよう改善し，事業を実施して

いくこととなっています。 

 


